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は じ め に
　MūlasarvāstivādavinayaのPravrajyāvastu（義
浄訳『根本説一切有部毘奈耶出家事』）には、
Kalyān
・
amitra（Dge legs bshes gnyen）による
とされるVinayavastut
・
īkā（’Dul ba gzhi rgya 
cher ’grel pa）（1）（以下 VVT
・
）という註釈書が
ある（2）。この註釈書に見られる『城喩経』に対
する註釈の中で、十二支縁起説における各支分
の定義が述べられている。
　本稿では、VVT
・
における十二縁起支の定
義と、説一切有部の論書である『阿毘達磨
大 毘 婆 沙 論 』（Abhidharma- mahāvibhās
・
a- 
śāstra）（ 以 下 AM Ś）、『 阿 毘 達 磨 倶 舎 論 』
（Abhidharmakośa-bhās
・
ya）（以下 AKBh）、『阿
毘達磨順正理論』（Abhidharma-nyāyānusāra- 
śāstra）（以下 ANŚ）における十二縁起支の定
義とを比較・考察する。
十二縁起支の定義
（1）老死
VVT
・
: 老死というのは、現在の名色と六処と触
と受の分位であるもの、それが未来の老死であ
って、［すなわち］五蘊の分位である。（3）
AMŚ: 云何老死。謂即現在名色六處觸受位。在
未來時名老死位。（4）
AKBh: それより後、受に至るまで［の分位］
が老死である。生の後、受の分位に至るまでが
老死であり、ここ（現在）における四支［すな
わち］名色と六処と触と受であるもの、これら
はまさに他（未来）における老死である。（5）
ANŚ: 至當受老死。…此生支後至當受支。中間
諸位。總名老死。即如現在名色六處觸受四支。
於未來生如是四位。名爲老死。（6）
（2）生
VVT
・
: 生というのは、現在の識の分位であるも
の、それが未来の生であって、［すなわち］五
蘊の分位である。（7）
AMŚ: 云何生。謂即現在識位。在未來時名生 
位。（8）
AKBh: 実に、かの業によってこの世から死没
した者には、来世における再結生がある。かの
再結生が生である。ここ（現在）における識支
であるもの、それはまさに他（未来）の生にお
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けるかの生である。（9）
ANŚ: 結當有名生。…唯由業有。從此命終。復
結當生。非異熟故。正結生有位。即立爲生支。（10）
（3）有
VVT
・
: 有というのは、後有を思量するとき、身・
語・意によって表示するもの、それが有であっ
て、［すなわち］五蘊の分位である。（11）
AM Ś: 云何有。謂追求時亦爲後有起善惡業。是
有位。（12）
AKBh: そして、そのように駆け回るとき、彼
は未来の有果をもたらす業をなすが、それが有
である。彼が諸の対象を獲得するために駆け回
るとき、後有をもたらす業を蓄積するが、それ
が彼の有である。（13）
ANŚ: 有謂正能造。牽當有果業。…如是所成。
取爲縁故。馳求種種可意境時。必定牽生。招當
有業。謂由愛力。取増盛時。種種馳求善不善境。
爲得彼故。積集衆多能招後有淨不淨業。此業生
位。總名有支。應知此中由此依此。能有當果。
故立有名。（14）
（4）取
VVT
・
: 取というのは、諸の資具を求めるとき、
そのとき四方に駆け回るもの、それが取であっ
て、［すなわち］五蘊の分位である。（15）
AMŚ: 云何取。謂由三愛四方追求。雖渉多危嶮
而不辭勞倦。然未爲後有起善惡業。是取位。（16）
AKBh: 一方、諸の資具を獲得するために駆け
回る者の［分位］が、取である。境を獲得する
ために、尋求するようになった者があらゆる方
向に駆け回るとき、その分位が取と呼ばれる。（17）
ANŚ: 爲得諸境界。遍馳求名取。…爲得種種可
意境界。周遍馳求。此位名取。（18）
（5）渇愛
VVT
・
: 渇愛というのは、その分位において三受
すべてが生じつつ、婬と資具によって生じる貪
りを起こす欲となるもの、それが渇愛であって、
［すなわち］五蘊の分位である。（19）
AMŚ:  云何愛。謂雖已起食愛婬愛及資具愛。而
未爲此四方追求不辭勞倦。是愛位。（20）
AKBh: 資具と婬を貪る者の［分位］が、渇愛
である。［五］欲の対象と婬とに対する貪りが
現行する分位が、渇愛と呼ばれる。いまだその
境を尋求するようにならない間である。（21）
ANŚ: 貪資具婬愛。…貪妙資具。婬愛現行。未
廣追求。此位名愛。妙資具者。謂妙資財。貪此
及婬。總名爲愛。（22）
（6）受
VVT
・
: 受というのは、楽苦を分別するとき、損
害の原因を避けつつ、火に触れず、刀に触れず、
排泄物に触れず、食に対する渇愛を生じさせな
がらも、資具によって生じる貪りを生じさせて
いないもの、それが受であって、［すなわち］
五蘊の分位である。（23）
AMŚ: 云何受。謂能別苦樂。亦能避損害縁。不
觸火觸刀不食毒食糞。雖已起食愛而未起婬及具
愛。是受位。（24）
AKBh: 分別する能力はあるが、婬の以前［の
分位］が、受である。受の分位は婬に対する貪
りが現行しない間である。（25）
ANŚ: 在婬愛前受。…已了三受因差別相。未起
婬貪。此位名受。謂已能了苦樂等縁。婬愛未行。
説名受位。（26）
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（7）触
VVT
・
: 触というのは、根と境と識などの和合に
よる触が生じながらも、楽苦を決して分別せず、
損害を避けず、火に触れ、毒や刀や排泄物に触
れるもの、それが触であって、［すなわち］五
蘊の分位である。（27）
AMŚ: 云何觸。謂眼等根雖能與觸作所依止。而
未了知苦樂差別。亦未能避諸損害縁。觸火觸刀
食毒食糞。食婬具愛猶未現行是觸位。（28）
AKBh: 楽と苦等の原因を知る能力より以前［の
分位］が、触である。三事の和合から触がある。
彼が三受の原因を分別することができない間
の、その分位が触と呼ばれる。（29）
ANŚ: 於三受因異。未了知名觸。…薄伽梵説。
根境識三具和合時。説名爲觸謂未能了三受因異。
但具三和。彼位名觸。（30）
（8）六処
VVT
・
: 六処というのは、眼と耳と鼻と舌と身と
意という六処が生じながらも、根と境と識の三
事和合による触が生じていないもの、それが六
処であって、［すなわち］五蘊の分位である。（31）
AMŚ: 云何六處。謂已起四色根。六處已滿即鉢
羅奢佉位。眼等諸根未能與觸作所依止。是六處
位。（32）
AKBh: 三事和合の以前［の分位］が、それ（六
処）である。六処が生起し終わり、根と境と識
の三事が和合しない間の、その分位が六処と呼
ばれる。（33）
ANŚ: 從生眼等根。三和前六處。…即此名色爲
縁所生。具眼等根。未三和合。中間諸蘊。説名
六處。謂名色後。六處已生。乃至根境識未具和
合位。下中上品。次第漸増。於此位中。總名六 
處。（34）
（9）名色
VVT
・
: 名色というのは、結生相続のとき、六処
が生じていない間の、カララとアルブダと［ペ
ーシーと］ガナ［と］プラシャーカーの分位で
あるもの、それが名色であって、［すなわち］
五蘊の分位である。（35）
AMŚ: 云何名色。謂結生已未起眼等四種色根。
六處未滿中間五位。謂羯剌藍。頞部曇。閉尸。
鍵南。鉢羅奢佉。是名色位。（36）
AKBh: それ以後、六処が生起する以前［の分位］
が名色である。結生の心の後、六処が生起して
いない間の、その分位が［名色］と呼ばれる。「四
処が生起する以前」と説かれるべきであるにも
かかわらず、「六処［が生起する以前］」と説か
れているのは、 そのとき、それ（身と意の二
処）が確立するからである。（37）
ANŚ: 六處前名色。…結生識後。六處生前。中
間諸位。總稱名色。豈不已生身意二處。應言此
在四處生前。（38）
（10）識
VVT
・
: 識というのは、母胎において識が結生相
続するもの、それが識であって、［すなわち］
五蘊の分位である。（39）
AMŚ: 云何識。謂續生心及彼助伴。（40）
AKBh: 一方、結生する蘊が識である。母胎に
結生する刹那における五蘊が識である。（41）
ANŚ: 識正結生蘊。…於母胎等。正結生時。一
刹那位五蘊名識。（42）
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（11）諸行
VVT
・
: 諸行というのは、過去の生の福と非福の
業の分位であるもの、それが諸行であって、［す
なわち］五蘊の分位である。（43）
AMŚ: 云何行。謂過去業位。（44）
AKBh: 過去の業の［分位］が諸行である。「分位」
というように補われる。まさに過去の生存にお
ける福等の業の分位であるもの、それがここで
は諸行と呼ばれる。その業がここにおいて異熟
するのである。（45）
ANŚ: 宿諸業名行。…於宿生中。福等業位。至
今果熟。總立行名。（46）
（12）無明
VVT
・
: 無明というのは、過去の生の煩悩の分位
であるもの、それが無明であって、［すなわち］
五蘊の分位である。（47）
AMŚ: 云何無明。謂過去煩惱位。（48）
AKBh: さて、これら無明等とは何か。過去の
煩悩の分位が無明である。過去の生存における
煩悩の分位であるもの、それがここでは無明と
呼ばれる。なぜなら、倶時に行じるからであり、
その（無明の）力によってそれら（諸煩悩）は
現行するからである。「王が来る」と言われた
とき、彼の随従者が来ることも成就されるよう
に。（49）
ANŚ: 宿惑位無明。…論曰。於宿生中。諸煩惱位。
至今果熟。總謂無明。（50）
お わ り に
　比較・考察の結果、VVT
・
における十二縁起
支の定義は、 AMŚにおける十二縁起支の定義と
比較的近接する内容であることから、AKBhや
ANŚにおける十二縁起支の定義よりも前段階に
位置づけられると考えられる。
　今後、さらにVVT
・
を読み進め、説一切有部
の論書と比較することによって、VVT
・
の成立及
び思想史上の位置について解明していきたい。
略　号　表
AKBh = Pradhan, ed. Abhidharmako śa- 
bhās
・
ya of Vasubandhu, Patna, 1967. 
AMŚ = 『阿毘達磨大毘婆沙論』(T. 27, No. 1545) 
(Abhidharma- mahāvibhās
・
a-śāstra).
ANŚ = 『阿毘達磨順正理論』(T. 29, No. 1562) 
(Abhidharma-nyāyānusāra-śāstra).
D = Derge Edition of the Tibetan Tripit
・
aka.
P = Peking Edition of the Tibetan Tripit
・
aka.
T = 『大正新脩大蔵経』．
VVT
・
 = Vinayavastut
・
īkā .
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